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村にほ血縁、血筋、 j血統を意味するスム（sum）、ネー オ（naeo）、セー ング、（saeng)
という言葉がある。血筋を同じくする間柄をスムディオカン（sumdio kan, naeo dio 





















奇妙なことに、村の中に、家族という言葉！まない。あるのは世帯（hien di o kan）と
近親（sumdio kan）である。標準タイ誇で、家族またほ世帯を意味するクロープクJレ

















































































つようになるが、それにつれて、 『共働・共食ji土、次第に f共働。分割J(het .nam 

























対する態度は基本的には平等である．村にほ f男iま級米、女l土白米J. (Phusa i ・pen kh 
































































































































































帯の家族周期について検討してみよう。ドンデーン村の総世帯数i士、 ＿1981年には、 1 
76世帯であり、 1983年には、 183世帯に増加している。本稿での分析は、 1981年度の
調査資料に基づいている。
世帯の構成員数位、最小の 1人から最大の1人に及ぶが、平均員数l土5.1人であり




































































































































































































事例③ 親・次女・三女の3世帯共同で、次女iま水田と菜園 (10ライ、 0.25ライ）




















































































I -1 C型親が農地を持たない 1事例。



















イ、 8.57ライ、 1ライ〉所有が l、水田・菜園（9ライ、 1.5ライ）所有が1であ





( 6.3ライ、 8.57ライ、 1ライ〉をともに耕作。収穫米l士、親の米倉に保管、共同消
費、畑と菜園での収益も共同消費。親と同居の孫娘2人位、末娘の子で親の世話をし
ている。





























































































































































4必月、 ドジデ－Y村にて社会学的調査を行った。資料の収集は、 Prasert Yamkl inf 
ung.、舟橋和夫との共同、またその際、われわれの助手PakornKunarukの積極的な協
力のもとに行われた．























から7.7ライに減少している［林 1984:9] 0 また1964年と1981年を比較すれば、 1





"24_ . 8%、般のみが相続した事例ほ43;1%セt両者の計ほ77.7%である。また i1S世帯
宅に対して、老後ほどの子と同居を望むかと問うと、 98人｛5iL8%｝は末娘、 25人（1ι 匂
－~~）ば状況による、 16人（9.1%）は末怠子、 4人（2.3%）は末子と答えている。．［ロ羽




J よりは娘に多く 7(4. 0%）、⑦原則として子供問で均等分するが、因っている子にほ多
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表2 返却の中で自分（il:{if主〉にとって重要な人 (D.D.1983) 
祖父の弟 …...……………… 1 
担母の姉
父母 ………・・・……………… 10 
父 …………・・・……………… 2 2 
父oj姉のJ息子 …・・・………… 2 
父の弟 ’ー…：，； ＿.....・…・・・・4・…… 3 
母 。・・・…・・守…‘……－－－…n・・・・ 2.4 
母の兄 …………”・・・・…“・… 3 
母の姉の息；子 …・・・………… 1 
母の姉の娘 ……・・・………… 1 
母の弟 ……・・・…・・・………… 2 
母の弟の息子 ……….. ，“…・ 2 
母の妹 ……………………… 2 




姉………………？”……… H ・17 
姉の失
宍の父 …… 
夫の母 ……………………… 1 
夫の弟 ……………………… 2 
衰の担母 ……………… H ・H ・ 1 
喪の両親 …………………… 2 
衰の父 …………........ ＇.…… 3・’
棄の父の弟
衰の母の姉の~ …………… 1 
棄の母の弟の護 …………… 1 
誕の兄 ”・…………………… 4 
衰の姉の夫 ………………… 1 
誕の姉の息子 ……………… 1 
衰の弟 ……………………… 4 
妻の妹 ………………－．、…… 1 
衰の親族 …………………… 2 
誕の連れ子
自分 ……… ω ……………… 2 
子供 ………………… H・…… 2 
長男
擬fMの担うと ………………… 3 
提制の父 …………………. : 1 
遠設の人
全員
母と奮の父 ………………… l 











合計 1 7 9 





親 十 i人娘 1 
親 ＋ 長女 1 3 
親 十 次女 3 
親＋長女＋次女 1 
親＋次女＋三女 1 
親 ＋ 三女 1 
親 ＋ 末娘 2 
2 
おば＋姪（養女〉 2 
おぽ＋ 甥 1 
姉 ＋ 妹 2 
姉 ＋ 弟 1 
合 計 3 0 
